
ごあいさつ

　平成28年度は、新年度の体制による運営が始まって早々の4月14日、16日に、最大震度７を記録

する熊本地震が立て続けに発生し、各地で甚大な被害を受けました。被災された全ての皆様に心よ

りお見舞い申し上げますとともに、地震後より積極的なご支援、ご協力を賜りました皆様には、こ

の場をお借りして心より御礼申し上げます。

　当館はリニューアルオープンに向けて全館休館中で、改装工事を行っている状況下で被災し、施

設の一部や資料が被害を受けました。地震発生直後から、職員は避難所運営などの災害対応業務に

最優先で従事し、一時はリニューアルに関連する様々な業務も中断せざるを得ませんでした。その

ため、中止した講座・イベント等がいくつもありました。

　それでも、被災地の博物館である当館は本震後まもない時期に、以後、散逸あるいは廃棄処分さ

れる恐れのある「民間所有（被災）文化財等保全」の呼びかけを文書等で行い、ホームページに掲

載したり関連団体に送信したりして周知を図りました。そして、被災資料の確認・修復作業、損壊

した建物内から文化財や資料を搬出・保護するレスキュー作業等にも取り組んできました（詳しく

は第Ⅰ章『熊本地震の被害と対応』をご覧ください）。

　地震から数ヶ月間は多くのイベントを中止しましたが、その後は被災した子どもたちのために市

内の保育園や施設でモバイルプラネタリウム「星たまご」の上映を行うなど、徐々に学芸員の専門

性を活かした業務も再開できるようになりました。このような、震災後の様々な活動を通して、博

物館の役割を改めて考える機会を与えられたと感じています。

　市内小中学校との連携を促進・強化する学校教育支援事業では、学校の要請に応じて学芸員を派

遣する「ゲストティーチャー派遣授業（お出かけ事業）」やリニューアルオープン後に実施予定の

「館内学習支援活動（お迎え事業）のためのプログラム作成」に継続して取り組んでいるところで

す。

　地震から１年以上が経った今、多方面から様々な支援を頂きながら、当館はリニューアルオープ

ンに向けた建築工事が佳境に入り、展示工事の準備も並行して進めています。

　復興元年となる本年度、熊本博物館も地域の復興支援の一端を担うべく、多くの方に親しまれる

魅力ある博物館を目指して、職員一同一丸となって取り組んでまいります。今後とも、より一層の

ご支援・ご協力、そして、ご指導を賜りますようお願い申し上げ、ごあいさつといたします。

平成29年６月
熊本博物館長　和田　仁
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